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人口研究 はもともとローカルな小地域の実

証的研究 として出発 したといってよい｡中央

集権的な権力を背景とした統計調査によって

一国の住民の数というものが分か り,それに

ついて考察をめ ぐらすということは,あとの

時代になってか らのことで,まして地球上の

人口を計 数 を もって 論 ずるなどということ

は,人類総数の人口学的推計が,国際協力に

支え られて比較的恒常的なベースに乗 りはじ

めた最近の ことに属する｡しか し,こうして経

験的データにもとづ く地域の人口研究 は,村

落 レベルか ら地球的規模に至るまでのさまざ

まなひろが りにおいて展開されるようになっ

た｡そのような対象地域のレベルの差異は,

問題意識,方法論,関連領域とのかかわ り方

などにおけるちがいを常に伴 っている｡

地域における人口現象は,地域のあらゆる

人間活動の可能性の基盤であるとともにその

所産で もあって,人口学以外の諸領域での地

域研究に おいて も, それぞれ の必要に応 じ

て,人口現象の特定の局面が研究対象の一部

として取 り上げ られて いる ことは珍 しくな

い｡人口の人口学的研究は,人口現象をより

体系的に研究するというだけの ことであると

いってもよい｡その体系的研究 というのは,

人 口を一つの首尾一貫 したシステムとしてと

らえ,その変動を解明することであろう｡

人口は,その現象が社会･経済･環境との間

に相互依存関係をもつという点で開放系であ

り,人口研究の学際性が要求されるのもその

ためであるが,人 口自体の構造と動態とが互

いに規定 し合 って一つの自己完結性を もって

いるという意味では閉鎖系で もあって,デモ
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グラフイーの専門性が認められるとすれば,

それは,人口現象がそういう性質をうちにも

っていることにもとづ くものであろう｡出生,

死亡,結婚,移動はそれぞれが別個の研究対

象になりうるが, これ らの要素 は時間的,世

代的経過の中で相互に規定 し合いなが ら,一

つの全体 としての人口過程を導いてゆ く｡地

域研究としての人口研究は,例えば出生力研

究や人口移動研究などに特化するのでな く,

人口学的に総合的なアプローチをもつ ことが

望ましい｡

ここに企画 した人口特集は, 3篇の論文か

らなるささやかな構成であるが,いずれ も,

人口増加を課題にしているという点で共通性

を もっている｡人口増加 (減少) は,あらゆ

る人口学的要素がそこに包含された一つの複

合的人口過程.であって,単なる数の増減のこ

とではない｡総合的人口研究の基本的なテー

マは,まさに人 口増加に集約される｡ しか し,

所収の 3篇は,それぞれ異なる地域 レベルを

代表 し,異なる問題を論 じている｡ 開放系で

あると同時に閉鎖系で もあるような人 口の矛

盾的存在について,最 も理論的な考究をせま

られるのは,人口の将来予測においてであり,

河野論文 は地域的に 巨視的 な立場 を とりつ

つ,東南アジア地域の将来の人口過程を予測

するための基本的な考え方について論 じた｡

小林論文は,タイ一国の最近の人口増加に問

題の基本をおいた実証的研究であり,坪内 ･

松下論文 は,南スマ トラの一地方で採集され

た資料を解析 し,歴史人口学的問題を提起 し

た｡ 今回は本誌最初の人口特集であるが,将

来は東南アジア人口学の課題をより多面的に

取 り上げてゆきたいと考えている｡
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EditorlsNote
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Demographyisessentialin themulti-

disciplinary,ifnotinterdisciplinary,research
orareglOnbecausepopulationstructures
andmovementsarecloselylnterrelatedwith
the environmental,socioeconomlC,and

politicalconditionsorthereglOn. Itisnot

uncommonfornon-demographersinvo]ved
inareglOnalstudytodealwithpopulation

variablesasanintegralpartortheirre-

searchsubject. Populationisnotasub-

jectexclusivelystudiedbydemographers･
A demographic approach differs from

populationstudiespracticedbyotherdisci-

plinesonlyinthatitemphasizesstudying

populationintermsofallitsdemographic

components. Thisapproachisparticularly

requiredofdemographywhenitisapplied

withotherrelateddisciplinesinareglOnal

study,irrespectiveofwhethertheareafor

researchisavillage,alargersubnational

area)thewholecountry〉oraworldreglOn･

Thisisacollectionorthreepaperson

population in SoutheastAsia. Although

theydifferfrom eachotherinthemesas

wellaslevelsofareaf♭rstudy,allare
concernedwiththephenomenonofpopu-
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lationgrowth･ Thegrowthorpopulation
isnotamerechangein thenumberof

people,butisa complex ofpopulation
dynamicsin which allthedemographic

componentsinteractwitheachotherover

timeandgenerations.

ShigemiKonoreviews)inthefirstpaper)
thebasictheoriesunderlyingthepractice
oftheUnitedNationsandotherinterna-

tional population projections)including
thoseorSoutheastAsia,anddiscussesthe

utilizationofnewdevelopmentsinpopula-

tion theoriesfわrproJeCtions･ Kazumasa
Kobayashidescribes,lnthesecondpaper,
thesubnationaldiversltylnthepopulation

growthorThailandduringtheintercensal
periodfrom 1960to1970anddrawsspecial

attentiontotheroleofthesparselyinhabited

hillreglOnSWhich havebeen absorbing
muchoftheincrease. YoshihiroTsubouchi

andKeiichiroMatsushitaattempt,lnthe

third paper,to estimate the extentor

population growth or the severalpast
generationsinSouthSumatrathroughthe

useofgenealogicalrecordsoftwolocal

populationsandsuggestthepossibilityor

highlevelsofnetreproductivitysinceseveral

generationsagoinremoteruralSumatra･


